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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、コンセプトマップを用いて学生の知識の構造化を促し、アセスメン
ト能力の向上を図る新規の教育プログラムを構築することである。4年制大学看護学生80名を対象に、能動的な
アセスメント教育プログラムを考案して教育介入を実施した。研究参加への同意を示した49名を分析対象とし
た。アセスメント内容および関連図の提出を複数回求め、アセスメント能力および知識構造の指標とした。対象
学生のアセスメント内容の特徴や教育介入前後の相違について分析を行い、知識構造とアセスメント能力の関連
について検討した。研究者は研究活動を含め職務を一旦停止せざるを得ない状況であったため、今後検討を深め
論文執筆・公表を行う。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to construct a new educational program that uses concept 
maps to promote structural knowledge of students and improve their assessment skills.We conducted an
 assessment educational intervention that were designed active learning style for 80 students. They 
were four-year students of university school of nursing. Forty-nine participants who voluntarily 
presented their consent to participate in this study were analyzed.  The assessment contents and 
concept maps were requested to be submitted multiple times, and were used as indicators of 
assessment skills and structural knowledge.
The characteristics of the assessment contents of the students and the differences before and after 
the educational intervention were analyzed. We examined the relationship between the level of 
structural knowledge and assessment skills. Since researcher were forced to suspend the duties, 
including research activities, this study, write and publish the paper will be continued.  

研究分野：看護教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の特色は、学生のアセスメント能力の向上を目的とし、学生の看護知識を、アセスメントに利用しやすい
状態へ構造化させることである。
  知識を構造化させてアセスメント能力を向上させる教育・学習方法を明らかにすることで、学生はより早期の
段階で知識を構造化させることが可能となる。そして、その後の臨地実習において知識を効果的に活用してアセ
スメントをすることができると同時に、新たな情報を多様な情報と関連づけて学習することで、臨地実習がより
効果的な学びの機会となる。以上より、看護基礎教育における効果的なアセスメント教育の構築に繋がり、現代
医療に対応し得る高度な思考力を有する人材育成に有益である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年、医療の高度化や高齢化、在院日数の短縮化に伴う入院患者に占める重症患者の割
合の増加等により、看護職者にはより主体的に思考して問題解決する高度な思考・判断力
が求められている 1)。しかし、看護学教育においては医療環境の変化に伴い臨地実習施設
確保が困難となり、臨地実習での実習内容が制限される傾向が生じていることや、大学全
入時代に伴い学生の目的意識の希薄化等が指摘され、卒業時の看護実践能力や思考力の強
化が課題となっている 1)。 
看護を展開する過程は「看護過程」と呼ばれ、「アセスメント」「看護診断」「計画立案」
「実施」「評価」から構成される。アセスメントの目的の一つに、患者に関する情報を収集
し、健康状態を評価し、顕在する・潜在する問題点があるかを判断することが挙げられる
2)。アセスメントにおけるこの過程は、問題解決の思考として論じられることがある 3)。 
アセスメントにおける思考過程を問題解決の過程であると捉えると、認知心理学におけ
る問題解決理論の知見は、アセスメント教育に新たな視点を提供すると考えられる。 
認知心理学の知見を応用すると、看護学生のアセスメントスキルを向上させる前提とし
て、学生の有する看護知識が、その意味に基づいて関連付けられ構造化されていることが
重要となる。 
筆者らはこれまで、看護学生等の知識の構造を調査し、学年が上がるほど知識が構造化
されること、臨床看護師は学生よりも知識が構造化されていることを明らかにした 4)。さ
らに、学生の看護知識をより構造化させる教育方法を考案し、教育介入を実施した。教育
介入の内容は、疾患の機序、症状や症状に伴う患者の苦痛・生活への影響、治療、検査等、
アセスメントに必要な項目を関連付けるコンセプトマップを書いて学習させるものであ
る。コンセプトマップとは、コンセプト（概念）や知識間の関係を描いた図である。アセ
スメントの際にコンセプトマップを作成して思考することは、それまでに学習した多くの
知識や過去の体験を集結して思考できることや、新たな情報を、既に有している知識と関
連付けることで理解が深まること等のメリットがある。 
 

２．研究の目的 

本研究では、病態の理解のための学習で効果が認められたコンセプトマップを、アセス
メント教育において効果的に活用する方法を考案して実施する。アセスメントの際にコン
セプトマップを作成させることで、既存の知識と新たに学習した知識の構造化を図ると同
時に、アセスメントをより多くの知識を活用して患者の情報を総合的に捉えたものとする
ことを図る。 
 

３．研究の方法 

看護学生の有する看護知識をアセスメントに用いやすい状態に構造化させ、アセス
メントスキルを向上させることを目的とした、コンセプトマップを用いた新規のアセ
スメント教育プログラムを構築するために、以下を実施した。 
コンセプトマップを用いた能動的学習によるアセスメント教育プログラムを考案し、ア
セスメント能力・知識構造の評価基準を策定して教育介入を実施した。アセスメント内容
および関連図の提出を求め、アセスメント能力および知識構造の指標とした。 
データ分析は、アセスメント教育の過程及び教育後の学生の知識構造およびアセスメン
トスキルを詳細に分析した。考察として、実施したアセスメント教育の成果や改善点など
を精査し、まとめる。 
 

４．研究成果 

1 年目は、コンセプトマップを用いた能動的学習によるアセスメント教育プログラムを
考案し、アセスメント能力・知識構造の評価基準を策定して教育介入を実施した。教育介
入の参加学生は 4 年制大学看護学専攻学生で、看護過程に関する講義の受講生 80 名であ
り、研究参加への同意を示した 49 名を分析対象とした。介入の内容は、紙上患者事例を
提示し、個々にアセスメントおよび関連図を作成するよう教示し、講義期間の中間で関連



図作成に関する演習を実施した。講義の中間および終了時にアセスメント内容および関連
図の提出を求め、アセスメント能力および知識構造の指標とした。 
2 年目は、対象学生のアセスメント内容の特徴や教育介入前後の相違について分析を行
い、3 年目・4 年目はさらに精査するとともに、知識構造とアセスメント能力の関連につ
いて検討した。4 年目の途中で研究者は研究活動を含め職務を一旦停止せざるを得ない状
況となり、研究活動に従事することが不可能であったため、成果は未公表である。本助成
は終了となるが、今後は、関連図を用いた新規の教育方法の、学生のアセスメント能力向
上や知識の構造化への有効性を検討して論文執筆・公表を行う。 
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